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２０１９年９月２３日（月）ＥＳＤの今、これから・第一部

＆ ＆

事務局長・山崎陽

２０１８年度、阿賀町で近代産業の教材を制作！

阿賀町近代産業の教材を作成した目的とは？

●阿賀町の小・中学生が日本の近代化に貢

献した阿賀町の近代産業の変遷を学びつつ、

●自らが生まれ育つ郷土への誇りや愛着を

失うことなく、

●近代化の過程で発生した環境問題からも

教訓を学び取る力を涵養するため、

●ESD・SDGsに基づいた阿賀町の近代化遺

産の光と影をテーマとする小・中学生向け教

材を制作した。

模擬授業



模擬授業 ①紙芝居の上演

②紙芝居の振り返り



③現地見学

草倉銅山 草倉銅山



草倉銅山 鹿瀬ダム

鹿瀬ダム 鹿瀬工場・高台



鹿瀬工場・高台 鹿瀬工場・排水口

鹿瀬工場・排水口

実際の教材づくり
について



（※きっかけ：日本自然学校専門学校長・五十嵐実氏からの紹介）

活用した補助事業のスキーム
文部科学省所管
ユネスコ活動費補助金

◆ユネスコ活動費補助金（文部科学省所管）

 平成30年度 グローバル人材の育成に
向けたＥＳＤの推進事業

→ 地域のＳＤＧｓ達成に向けた課題解決の

ためのＥＳＤの実践

 平成31年度 ＳＤＧｓ達成の担い手育成
（ＥＳＤ）推進事業

→ カリキュラム等開発・実践

阿賀町教材化コンソーシアム
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ESD-SDGsに基づき…

既存教材の活用調査研究／モデル（検
証）授業等の実施／ホームページ等で
情報発信／高校生による翻訳版も作成

阿賀町の小・中学生が日本の近代化に貢献した阿賀町の近代産業の変遷を学びつつ、
自らが生まれ育つ郷土への誇りや愛着を失うことなく、近代化の過程で発生した環
境問題からも教訓を学び取る力を涵養するため、ESD・SDGsに基づいた阿賀町の
近代化遺産の光と影をテーマとする小・中学生向け教材を制作するもの。

「阿賀町近代化遺産の光と影を通じたＥＳＤ−ＳＤＧｓ」
小・中学校向け教材化プロジェクト

目
的

●検証（モデル）授業を実施

 阿賀町内の希望する
小・中学校で実施

 近代産業を題材に、
授業＆現地見学

平成30年度文部科学省
ユネスコ活動費補助金

阿賀町教材づくりプロジェクトの全体スキーム

「阿賀町近代化遺産の光と影を通じたＥＳＤ−ＳＤＧｓ」

小・中学校向け教材化コンソーシアム
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 学校との調整
 教材の監修

 教材内容の
提案・作成

 授業ガイド

 事務局機能
 データ制作
 授業ガイド

 ＥＳＤ担当
 ＳＤＧｓ担当

 鹿瀬ダム・
鹿瀬工場の
歴史担当

様々なステークホルダーと協働するコンソーシアム形成

教育 行政 事務局 ESD-SDGs 企業

本プロジェクトに係るＥＳＤ及びＳＤＧｓの整理

新
潟
水
俣
病
学
習

環境学習（ESD）

環境の
学習

人権の
学習

地域の
学習



新
潟
水
俣
病
学
習

環境学習（ESD） 持続可能な開発目標（SDGs）

環境の
学習

人権の
学習

地域の
学習

そもそも、阿
賀町ではこ
れまで、新潟
水俣病学習
がほとんど取
り組まれてこ
なかった。

本プロジェクトに係るＥＳＤ及びＳＤＧｓの整理

阿賀町は有名な近代
産業が栄えた土地

新潟水俣病学習ではなく近代
産業の歴史学習を教えよう！

「阿賀町の近代産業の光と影」という学習素材

「公害の地域再生」を円滑に進めるためのヒント

 公害問題に対する様々な地元感情に配慮
するために…

 公害問題に関して、被害側だけでなく発生側
の事情も公平に伝える。

 公害問題に関して、影の側面だけでなく、光
の側面も公平に伝える。

 公害問題だけでなく、公害問題以外の要素
も織り交ぜながら伝える（３：７、２：８の割合）。

どのような形式の教材としたら良いか？

 阿賀町近代産業の歴史は複雑で、教員が全
体像を把握して、授業に活用するのは大変
難易度が高い。

 教員の負担がなるべく少なく、簡単かつ効果
的に授業に活用できる形式の教材が良い。

「デジタル紙芝居」
という教材の形式



1.表紙
2.阿賀野川の登場
3.阿賀野川の舟運
4.草倉銅山のはじまり
5.豊富な産銅量
6.角神の製錬所
7.川港から出荷
8.繁栄する地元
9.足尾の事件
10.鉱害の克服
11.鉄道と閉山
12.鹿瀬ダムの建設
13.鹿瀬工場の誕生
14.肥料の製造
15.発展する工場
16.文化的な暮らし
17.有機化学への転換
18.新潟水俣病の発生
19.再び清流を
20.今の阿賀町
21.阿賀町の未来
22.おしまい
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「阿賀町の近代産業の光と影」を紙芝居教材に！

紙芝居教材の副読本も作成

紙芝居の各パートを
解題した副読本も作成
して、広く配布







◆検証（モデル）授業

学校名 生徒数 授業時間

津川小 16名 5時間

三郷小 5名 3時間

鹿瀬小 10名 3時間

日出谷小 5名 3時間

三川小 18名 3時間

西川小 10名 10時間

上条小 5名 5時間

阿賀津川中 43名 6時間

計 112名 38時間

7小学校&1中学校が参加

すべての学校で
2019年度も継続

阿賀町内の学校に紙芝居を使って検証授業を展開

2019年度に阿賀町内のほぼ全ての小中高校で実施 2019年度に阿賀町内のほぼ全ての小中高校で実施



阿賀野川流域にひろがる地域教材づくりの輪

2018年度

阿賀町教育委員会
等と協働して作成

2019年度

新潟市教育委員会
等と協働して作成

来年度は…

新潟市教育委員会＆

新潟市（保健衛生総

務課）と公害を含む

地域教材を作成予定

各地域の環境学習等 新潟水俣病学習
水環境学習、稲作体験、人権学習など 被害語り部、ふれあい館、現地見学など＆

コンソーシアムを拡大して…

阿賀野川流域の小・中学校における

環境学習のエコシステムづくり

サイト 各学校 様々な流域団体

阿賀野川流域にひろがる地域教材づくりの輪

ご清聴ありがとうございました！

新潟県阿賀野市保田３８６６番地１ ＴＥＬ ０２５０－６８－５４２４一般社団法人あがのがわ環境学舎

http://www.aganogawa.info/阿賀野川え～とこだ！流域通信 ～ よろしければご覧ください！


